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の
運勢
12月の

運勢
12月 牡羊座

3/21 ～ 4/19

【全体運】行動力が高まり、アクティブに動き回れそう。やりたいことには積極的に挑戦を。ネットでの情報収集も幸運
【健康運】疲れをため込みがち。適度な休息が必要　　【幸運の食べ物】水菜

牡牛座
4/20 ～ 5/20

【全体運】暗い気分になりやすいかも。気晴らしを心掛けて、好きなことに意識を向けましょう。ヒーリンググッズも有効
【健康運】オーバーワークに注意。のんびりが大事　　【幸運の食べ物】クワイ

　恒例の餅ふるまいには家族連れの方の大行列ができ、大
テント内は大いに賑わいました。産直会員は大きく杵を振
り、餅をつき、きな粉をまぶし、みんなにふるまいました。

つきたて餅ふるまい

　大勢の方が受付してくれました、
ありがとうございます。

総合受付

　ステージでは演歌歌手の川野夏美さんをはじめ、
地元出身の人たちが祭りを盛り上げてくれまし
た。

　「もちもち食感」の米粉パンは大人気、多くの方に並んで
いただきましたが、即完売となりました。

ステージイベント

　「ほくほく屋台村」では地元食材を使った、いけなら紫餡のほくの
里焼きをはじめ、いけなら紫細うどんや豚輝入り焼きそば、「華麗舞」
を使ったカレーなど全13品が販売されました。開店前から買い求め
る姿が見られ、昼時には行列ができ大盛況でした。
　「わくわくらんど」は、こどもから大人まで射的や千本づり、輪投
げなどさまざまなゲームを楽しみました。

ＪＡ職員による
ほくほく屋台村・わくわくらんど

相談
コーナー

川野夏美、三輪一雄　二人のビックショー

　女性大学スマイルスクールの作品とにっこり百彩会
の作品を展示しました。

展示コーナー

　大幅なコスト削減効果があり、今注目されている高密度育
苗の栽培技術による田植の実演。田植え機はGPSを利用した
直進キープ機能を搭載。

高密度育苗による田植実演

　地元産を中心とした
野菜の即売を「そくさ
いかん」で行いまし
た。たくさんの方に実
りの秋を味わっていた
だき、またＪＡの安心
・安全な食材に親しん
でもらおうと特価で販
売しました。「ほくの
里」も販売の応援に。

感謝の
野菜即売

産直部会女性部

　10月21日、“届けよう感謝の
気持ち” をテーマにJAグリーン
かほく前で「笑顔ほくほく秋祭り
2017」を開催しました。
　秋晴れのなか、会場には大勢の
人にご来場いただき、誠にありが
とうございました。おかげさまで、
大盛況のうちに終了することがで
きました。

　10月21日、“届けよう感謝の
気持ち” をテーマにJAグリーン
かほく前で「笑顔ほくほく秋祭り
2017」を開催しました。
　秋晴れのなか、会場には大勢の
人にご来場いただき、誠にありが
とうございました。おかげさまで、
大盛況のうちに終了することがで
きました。

米粉パン販売
　めった汁販売、フリーマーケット開催

笑顔ほくほく

とどけよう 感謝の気持ち！とどけよう 感謝の気持ち！

川野夏美と「ほくの里」
テンプルカントリー
お笑いライブ

あん

営農の手引き相談 JAカード 共済「安心チェック」 介護相談

にっこり百彩会展示ブース 仲良く記念撮影
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の
運勢
12月

　

津
幡
町
特
産
の
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
の

初
出
荷
が
十
月
一
日
、
同
町
英
田
倉
庫

に
お
い
て
始
ま
り
、
津
幡
ま
こ
も
生
産

組
合
の
二
戸
の
農
家
が
、
約
四
十
キ
ロ

を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　

初
出
荷
に
先
立
ち
、
同
組
合
の
森
山

時
夫
組
合
長
を
は
じ
め
、
生
産
者
、
当

Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
り
規
格
基
準
な
ど
に
つ

い
て
確
認
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
規
格
（
Ｌ
・
二
Ｌ
・
三

Ｌ
）
に
分
け
ら
れ
、
袋
詰
め
さ
れ
た
の

ち
、
三
キ
ロ
箱
に
丁
寧
に
詰
め
込
ま
れ

出
荷
し
ま
し
た
。

　

森
山
組
合
長
は
「
美
味
し
い
マ
コ
モ

タ
ケ
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
生
育
期
間
の
天
候
が
不
順

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
品
質
、
収
量
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
マ
コ

モ
タ
ケ
に
適
し
た
気
候
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
良
質
で
、
昨
年
並
み
の
三
・
六

ト
ン
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
は
、
淡
白
な
味
で
く

せ
が
無
く
ほ
ん
の
り
甘
い
、
シ
ャ
キ
シ

ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
。
主
に
天
ぷ

ら
、
炒
め
物
な
ど
の
油
料
理
に
最
適
で

す
。

　

金
沢
中
央
卸
売
市

場
へ
の
出
荷
を
は
じ

め
、
当
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
「
そ
く
さ
い
か
ん
」

や
県
内
Ａ
コ
ー
プ
で

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、

学
校
給
食
へ
も
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

双子座
5/21 ～ 6/21

【全体運】ささいなことで、つまずきやすい時期。小さなミスにクヨクヨせず、スパッと切り替えて。ギャラリー巡りにツキ
【健康運】きちんと自己管理を。食べ過ぎは控えて　　【幸運の食べ物】ミカン

　

十
月
一
日
、
か
ほ
く
市
中
沼
集
会
所

で
農
事
組
合
法
人 

瑞
穂
中
沼
の
創
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
約
四
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
あ
た
り
、
議
長
に
松
田
金
之

助
氏
が
選
出
さ
れ
、「
創
立
に
関
す
る

事
項
報
告
」
な
ど
、
第
四
号
議
案
ま
で

審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
沼
地
区
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
候
補

地
が
増
大
す
る
な
ど
、
状
況
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
今
後
の
地
域
営
農
の
あ
り

方
を
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
る
中
、
平
成

二
十
六
年
の
二
月
か
ら
本
格
的
に
法
人

設
立
の
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
幾
度

の
視
察
や
意
向
調
査
・
説
明
会
を
開
催

し
、
創
立
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
立
総
会
後
の
第
一
回
目
の

理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
ほ
か
、
役

員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
の
役
員
は
、
次
の
通
り
で
す
。

代
表
理
事 

林　
　

正
一

　
　

理
事 

木
本　
　

弘

　
　

理
事 

西
野　

平
一

　
　

理
事 

松
田
金
之
助

　
　

理
事 

中
田　

正
充

　
　

理
事 

中
田　

洋
進

　
　

理
事 

東　
　

友
博

　
　

監
事 

木
本　

保
久

　
　

監
事 

前
田　

孝
之

　

な
お
、
当
Ｊ
Ａ
の
集
落
営
農
組
織
連

絡
協
議
会
は
、
三
十
五
集
落
営
農
組
織

で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
十
七
組
織

が
法
人
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
産 
ま
こ
も
初
出
荷

農
事
組
合
法
人 

瑞
穂
中
沼

創
立
総
会

袋詰め作業を行う生産者ら

議長を務める松田金之助さん
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か
ほ
く
市
立
宇
ノ
気
小
学
校
の
二
年

生
児
童
百
一
人
は
十
月
二
十
四
日
、
同

市
大
崎
の
畑
で
育
っ
た
、
か
ほ
く
市
特

産
サ
ツ
マ
イ
モ
「
か
ほ
っ
く
り
」
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
月
に
児
童
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を

定
植
し
、
圃
場
主
の
「
農
事
組
合
法
人

大
崎
甘
藷
生
産
組
合
」
代
表
理
事
の
喜

綿
雅
之
さ
ん
が
管
理
。

　

秋
空
の
も
と
、
児
童
ら
は
長
く
伸
び

た
つ
る
を
思
い
っ
き
り
引
っ
張
り
、
こ

ん
も
り
と
盛
ら
れ
た
土
を
か
き
分
け
て

い
く
と
、
き
れ
い
な
紅
色
の
サ
ツ
マ
イ

モ
が
顔
を
出
し
ま
し
た
。
掘
っ
て
み
な

い
と
サ
イ
ズ
が
分
か
ら
ず
、
夢
中
で
掘

る
と
立
派
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
鈴
な
り
。

児
童
ら
は
「
や
っ
た
ー
」、「
重
い
よ
ー
」

と
喜
び
、
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
掘
れ
な
い
児
童
は
、
同
組
合

員
の
手
を
借
り
、
た
く
さ
ん
収
穫
で
き

ま
し
た
。
中
に
は
袋
に
詰
め
す
ぎ
て
持

ち
運
び
で
き
な
い
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

体
験
後
、
児
童
ら
は
喜
綿
代
表
理
事

に
大
き
な
声
で
感
謝
し
、
自
ら
掘
っ
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
抱
え
て
、
秋
の
収
穫
を

楽
し
み
ま
し
た
。

蟹　座
6/22 ～ 7/22

【全体運】情緒不安定になりがち。身近な人たちに迷惑を掛けがちなので、気を付けて。玄関に花を飾るとリラックス可能
【健康運】気が緩みやすいかも。小さなけがに注意　　【幸運の食べ物】キンメダイ

か
ほ
っ
く
り

収
穫
体
験

　

か
ほ
く
市
特
産
「
高
松
紋
平
」
が
十

月
三
十
日
、
同
市
夏
栗
の
当
Ｊ
Ａ
高
松

集
出
荷
場
で
昨
年
よ
り
二
日
遅
く
、
初

出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

　

出
荷
し
た
高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
で

は
、
八
十
一
戸
の
農
家
が
十
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
同
組
合
員
の
手
作
業
に
よ

る
選
別
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
脱
渋

し
た
二
ト
ン
の
柿
を
一
つ
ひ
と
つ
手
に

と
り
、
目
視
で
キ
ズ
や
汚
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
。
選
果
ラ
イ
ン
に
乗
せ
、
色
と
形
で

三
等
級
、
重
量
で
五
段
階
に
選
別
、
箱

詰
め
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
台
風
に
よ
る
被
害
は
ほ
と
ん

ど
な
く
順
調
に
成
育
し
、
例
年
並
み
の

き
れ
い
な
柿
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

紋
平
柿
は
滑
ら
か
な
歯
ざ
わ
り
が
特

長
の
渋
柿
。
二
酸

化
炭
素
を
用
い
て

む
ら
無
く
脱
渋
し

て
お
り
、
渋
を
抜

い
た
紋
平
柿
は
と

て
も
甘
く
、
選
果

を
行
う
前
に
渋
み

の
抜
け
具
合
を
検

査
す
る
な
ど
細
心

の
注
意
を
払
い
出

荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
十
一
月
下
旬
ま
で
に
昨
年
よ

り
九
ト
ン
多
い
六
十
五
ト
ン
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
金
沢
市
場
を
中
心
に
最
盛

期
に
は
京
阪
神
市
場
へ
も
出
荷
予
定
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
「
そ
く
さ
い
か

ん
」
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

出
荷
に
先
立
ち
十
四
日
に
、
紋
平
柿

生
産
者
大
会
が
開
か
れ
、
生
産
者
約
五

十
人
が
出
席
。
出
荷
基
準
等
の
確
認
の

ほ
か
、
市
場
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
三
十
一
日
に
は
、
金
沢
市
中
央

卸
売
市
場
で
初
競
り
が
行
わ
れ
、
油
野

和
一
郎
か
ほ
く
市
長
と
当
Ｊ
Ａ
井
上
信

一
代
表
理
事
組
合
長
が
市
場
関
係
者
に

向
け
「
高
松
紋
平
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
ま
し
た
。

高
松
紋
平
だ
い
だ
い
色
に
染
ま
り

出
荷
開
始

イモ掘りを楽しむ児童ら

大きいサツマイモを手に喜ぶ児童

トップセールスをする
井上信一代表理事組合長

選別作業を行う組合員ら
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津
幡
町
学
校
給
食
部
会
は
十
月
十
一

日
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
、
津
幡
町
の
特
産
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
「
津
幡
献
立
の
日
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

町
立
津
幡
中
学
校
で
は
、
矢
田
富
郎

同
町
長
ら
関
係
者
を
招
き
、
今
回
は
一

年
一
組
三
十
二
人
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、
同
町

産
マ
コ
モ
タ
ケ
と
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
加
賀
野
菜
の
「
金

時
草
」
な
ど
を
使
っ
た
中

華
丼
を
は
じ
め
、
河
北
潟

産
の
レ
ン
コ
ン
と
ニ
ン
ジ

ン
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
五
つ

の
食
材
で
彩
り
し
た
炒
め

も
の
な
ど
四
品
。
地
元
の

素
材
や
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
給
食
を
、
生
徒
や
関
係

者
ら
は
秋
の
実
り
を
楽
し

く
味
わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
生
徒
に
人
気
だ
っ

た
の
が
、「
河
北
潟
レ
ン
コ

ン
の
五
色
炒
め
」。
ま
た
、

「
ゆ
め
み
づ
ほ 
お
米
ム
ー

ス
」
も
好
評
で
し
た
。

　

生
徒
は
「
美
味
し
か
っ
た
。
自
分
の

町
に
あ
ら
た
め
て
親
し
み
を
感
じ
ま
し

た
」
な
ど
感
想
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
給
食
の
廃
棄
化
が
問
題
と

さ
れ
て
い
る
中
、
同
中
学
校
で
は
残
食

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
八
百
二
十
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

を
目
安
に
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

津
幡
町
の
特
産
に
親
し
み
を
持
つ

「
津
幡
献
立
の
日
」

　

十
月
六
日
、
か
ほ
く
市
の
高
松
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
第
十
三
回
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
石
川
「
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
下

十
七
Ｊ
Ａ
か
ら
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

選
手
四
百
六
十
八
名
が
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
で
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
、
技
術
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
三
十
六
名
が
出
場
。

青
旗
・
赤
旗
二
種
類
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ー
ル
に
挑
戦
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了

後
、
休
憩
場

で
お
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
、

プ
レ
ー
の
話

を
中
心
に
楽

し
み
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、

当
Ｊ
Ａ
の
出
場
選
手
が
上
位
入
賞
を
す

る
見
事
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
赤
旗
コ
ー
ス
】

〈
男
性
の
部
〉

　
　

第
一
位　
　

桜
井
弥
三
二
さ
ん

　
　

第
二
位　
　

高
野　
　

進
さ
ん

　
　

第
十
位　
　

今
村
外
志
夫
さ
ん

〈
女
性
の
部
〉

　
　

第
六
位　
　

喜
澤
喜
美
子
さ
ん

　
　

第
七
位　
　

中
村
美
千
江
さ
ん

【
青
旗
コ
ー
ス
】

〈
男
性
の
部
〉

　
　

第
四
位　
　

山
口　

建
夫
さ
ん

　
　

第
五
位　
　

上
谷
外
喜
夫
さ
ん

〈
女
性
の
部
〉

　
　

第
三
位　
　

白
江　

秀
代
さ
ん

　
　

第
九
位　
　

西　
　

信
子
さ
ん

　
　

第
十
位　
　

中
川　

弘
子
さ
ん

ポ
ー
ツ
の
秋　

県
大
会
開
催

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

ス

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間たちとにぎやかに過ごせそう。遠出のドライブやイベントへの参加も好結果に
【健康運】健康の話題に注目を。好情報があるかも　　【幸運の食べ物】小松菜

獅子座
7/23 ～ 8/22

入賞した当JAの選手のみなさん

熱戦を繰り広げる選手ら

楽しく給食を味わう生徒ら
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か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
三
年
生
十

四
人
は
十
月
三
十
日
、
同
市
瀬
戸
町
に

あ
る
髙
﨑
武
義
さ
ん
の
畑
で
、大
豆「
エ

ン
レ
イ
」
の
脱
穀
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

こ
の
畑
で
は
、
児
童
が
五
月
に
種
ま

き
、
六
月
は
土
寄
せ
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

か
な
り
寒
い
日
に
な
り
ま
し
た
が
、

髙
﨑
武
義
さ
ん
・
政
勝
さ
ん
兄
弟
か
ら

作
業
内
容
を
聞
い
た
後
、
児
童
は
元
気

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
刈
り
取
っ
た
大
豆
の
茎
を
三

〜
四
本
に
束
ね
、
脱
穀
機
ま
で
運
び
、

髙
﨑
さ
ん
兄
弟
に
順
番
に
手
渡
し
ま
し

た
。
中
に
は
十
本
以
上
束
ね
、
運
ぶ
姿

も
あ
っ
て
、
畑
は
児
童
の
元
気
な
声
で

賑
や
か
で
し
た
。
運
び
終
え
る
と
、
今

度
は
落
ち
て
い
る
茎
を
拾
い
集
め
、
作

業
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
が
不
順
、
昨
年
よ
り
一

週
間
遅
れ
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

二
十
キ
ロ
以
上
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
髙
﨑
武
義
さ
ん
か
ら

頂
い
た
柿
を
児
童
は
食
べ
な
が
ら
、
十

二
月
の
選
別
作
業
や
来
年
一
月
の
味
噌

仕
込
み
作
業
な
ど
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
は
大
き
な
声
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を

言
い
ま
し
た
。

エ

【全体運】ちょっとしたことでイライラしやすい傾向あり。笑顔を忘れずに。ストレス解消には、1人の時間を満喫して
【健康運】まめに動くと好変化が。散歩もお勧め　　【幸運の食べ物】レンコン

乙女座
8/23 ～ 9/22

　

当
Ｊ
Ａ
の
津
幡
東
支
店
・
宇
ノ
気
支

店
が
合
同
で
十
月
三
日
、
津
幡
町
中
橋

で
児
童
発
達
支
援
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
木
の
お
う
ち
」
経
営
者
の
兼
氏

浩
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
、

女
性
大
学
Ｏ
Ｂ
を
含
む
約
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

兼
氏
さ
ん
は
、
車
椅
子
生
活
を
送
る

元
看
護
士
。
講
演
で
は
、「
障
害
者
に

な
っ
た
頃
は
、
人
生
の
挫
折
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
助
け
て
く
れ
た

の
は
わ
が
子
の
言
葉
で
し
た
」、「
人
と

人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
笑
顔
に
な
り
、

互
い
に
幸
せ
に
な
れ
る
」
な
ど
、
歩
ん

で
き
た
経
験
を
通
し
て
、
人
と
人
、
心

と
心
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
和
顔
愛
語
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
に
な
り
た
い
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、「
木
の
お
う
ち
」
を
見
学
。

県
産
木
材
を
使
っ
た
二
階
建
て
ロ
グ
ハ

ウ
ス
で
は
、
障
害
児
支
援
や
訪
問
介
護
、

整
骨
院
、
カ
フ
ェ
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
手
が
け
る
部
屋
が
一
軒
に
集
約
さ

れ
て
お
り
、
一
本
の
木
の
下
で
多
く
の

人
た
ち
が
家
族
の
よ
う
に
つ
な
が
る
イ

メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
運
営
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
手
作

り
パ
ン
や
お
菓
子
を
購
入
す
る
な
ど
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

合
同
講
演 

開
催

（
津
幡
東
・
宇
ノ
気
支
店
）

プロジェクターを使い講演する兼氏さん

店

（
津
幡

１
支
店
１
協
同
活
動

ン
レ
イ
脱
穀
作
業 

体
験

（
大
海
小
学
校
）

順番に束を手渡す児童 大きな束を抱えて作業する児童
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の
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12月

　

十
月
十
三
日
、
当
Ｊ
Ａ
津
幡
支
店
は
、

支
店
入
口
に
お
い
て
「
カ
レ
ー
の
振
る

舞
い
」、「
野
菜
即
売
市
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

年
金
受
給
日
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
支
店
職
員
が
開
い
た
も
の
で
、
六
月

の
焼
き
そ
ば
に
引
き
続
き
、
地
元
産
の

野
菜
や
米
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
百
五
十

食
分
作
り
、
来
店
者
へ
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
野

菜
即
売
で
は

河
北
潟
産
の

枝
豆
や
小
松

菜
を
は
じ
め
、

白
菜
、
り
ん
ご
な
ど
十
種
類
以
上
の
野

菜
・
果
物
が
並
び
、
来
店
者
は
職
員
と

楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
購
入
し
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
は
十
二
月
の
年
金
受
給
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

店
者
に
感
謝
を
込
め
て

来
　

当
Ｊ
Ａ
宇
ノ
気
支
店
は
十
月
十
三
日
、

支
店
入
口
に
お
い
て
恒
例
の
「
野
菜
百

円
市
」
を
開
催
。
大
勢
の
来
客
者
が
新

鮮
で
安
心
・
安
全
な
地
元
産
秋
野
菜
を

求
め
、
支
店
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
石
川
県
津
幡
警
察
署
・
か
ほ

く
市
防
犯
委
員
ら
に
よ
る
被
害
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
石
川
県
警
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
ぬ
わ
し
ち
ゃ

ん
」
や
当
Ｊ
Ａ
の
「
ほ
く
の
里
」
も
応

援
に
駆
け
つ
け
、
偽
電
話
詐
欺
な
ど
の

被
害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
回
は
十
二
月
の
年
金
受
給
日
に
、

め
っ
た
汁
の
振
る
舞
い
と
合
わ
せ
て
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

百
円
市
で

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

カレーを振舞う支店職員
注意を呼びかける

「いぬわしちゃん」と「ほくの里」

天秤座
9/23～10/23

【全体運】フットワークが軽くなり、チャレンジ精神が旺盛になる月。行動範囲を広げていけば、うれしい驚きに出合えそう
【健康運】スポーツを始めて。気分転換にも効果的　　【幸運の食べ物】サバ

　

河
北
郡
市
農
業
振
興
協
議
会
内
灘
町

支
部
と
当
Ｊ
Ａ
内
灘
支
店
は
十
月
二
十

二
日
、
内
灘
町
役
場
庁
舎
前
広
場
に
お

い
て
今
年
度
三
回
目
と
な
る
「
元
気
内

灘
と
れ
た
て
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
内
灘
町
の
生
産
者
か
ら
旬
の
野

菜
の
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
、
ネ
ギ
、

レ
ン
コ
ン
、
里
い
も
他
、
約
四
十
種
類

が
店
頭
に
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
石
川
県
漁
業
協
同
組
合
内
灘
支
所
と

共
同
開
催
で
、
近
海
で
獲
れ
た
鯛
や
カ

レ
イ
、
甘
え
び
な
ど
新
鮮
魚
介
類
も
安

く
取
り
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
営
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
多
く
の
来

店
者
が
詰
め
か
け
、
テ
ン
ト
内
は
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

同
支
店
活
性
化
委
員
・
役
職
員
は
生

産
者
と
と
も
に
、
大
き
な
声
で
呼
び
込

み
接
客
し
、
テ
ン
ト
内
は
活
気
に
あ
ふ

れ
、
売
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

　

併
設
テ
ン
ト
で
は
漁
業
組
合
が
「
あ

ら
汁
」
を
振
る
舞
う
な
ど
、
多
く
の
来

店
者
が
地
元
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　

次
回
は
同
場
所
で
、
十
一
月
十
九
日

に
開
催
予
定
で
す
。

元
気
内
灘
と
れ
た
て
市

農
業
・
漁
業
共
同
開
催

来店者で賑わうテント内 笑顔で接客する生産者ら

Ａ
津

店

１
支
店
１
協
同
活
動

は
十

防
犯

１
支
店
１
協
同
活
動

協
議

農
業

１
支
店
１
協
同
活
動
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の
運勢
12月 蠍　座

10/24～11/22

【全体運】ゆったり過ごせる期間です。趣味や習い事に力を注ぐと、新たな発見があるはず。プライベートを充実させて
【健康運】質の高い眠りを目指せば、体調アップへ　　【幸運の食べ物】ダイコン

　
「
第
三
十
九
回
石
川
の
農
林
漁
業
ま

つ
り
」
が
十
月
十
四
・
十
五
日
、
金
沢

市
の
石
川
県
産
業
展
示
館
四
号
館
・
屋

外
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
大
勢
の
家
族
連
れ
ら
が
、
旬
を
迎

え
た
「
山
の
幸
」
や
「
海
の
幸
」、
加

工
品
な
ど
秋
の
実
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
百
四
十
に
も
な
る
ブ
ー
ス

が
並
び
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
六
次
化
商

品
い
け
な
ら
紫
「
チ
ョ
コ
サ
ン
ド
」「
甘

納
豆
」、
ら
っ
き
ょ
う
キ
ム
チ
、
か
ほ
っ

く
り
「
饅
頭
」「
き
ん
つ
ば
」
を
販
売
。

ま
た
刀
根
早
生
柿
や
マ
コ
モ
タ
ケ
の
即

売
で
は
、
販
売
開
始
か
ら
一
時
間
程
で

刀
根
早
生
柿
が
完
売
す
る
ほ
ど
大
人
気

で
し
た
。

の
実
り
を
堪
能

秋

　

森
林
公
園
活
性
化
津
幡
町
連
携
協
議

会
は
十
月
十
五
日
、
同
町
の
石
川
県
森

林
公
園
で
「
第
九
回
ま
こ
も
や
り
投
げ

大
会
」
を
開
催
、
百
三
十
五
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
町
特
産
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
の
葉
で

槍
を
作
り
、
や
り
投
げ
で
飛
距
離
を
競

う
も
の
で
す
。
個
人
・
団
体
部
門
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寒
い
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
白
熱
し
た
競
技
を
展
開
。
個
人
戦
の

一
般
女
性
の
部
で
は
、
新
記
録
が
生
ま

れ
競
技
場
は
歓
声
で
沸
き
ま
し
た
。

　

競
技
場
の
テ
ン
ト
で
は
「
マ
コ
モ
タ

ケ
」
を
も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

同
町
ま
こ
も
生
産
組
合
員
が
「
ま
こ
も

田
楽
」、「
ま
こ
も
き
ん
ぴ
ら
」
の
試
食

会
や
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
い
し
か
わ
は
十
月
十
一
日
、

津
幡
町
の
旭
山
工
業
団
地
に
新
し
く
米

穀
連
合
倉
庫
の
建
設
に
あ
た
り
、
地
鎮

祭
が
と
り
行
わ
れ
、
関
係
者
三
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
い
し
か
わ
県
本
部
運
営
委

員
会
西
沢
耕
一
会
長
を
は
じ
め
、
矢
田

富
郎
同
町
長
、
当
Ｊ
Ａ
の
井
上
信
一
代

表
理
事
組
合
長
な
ど
、
関
係
者
が
神
事

に
臨
ん
で
鍬
入
れ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
本
工
事
が
安
全
に
留
意
し
、
無
事
故

無
災
害
で
終
え

る
こ
と
と
、
こ

れ
を
機
に
津
幡

町
が
更
に
発
展

す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と

西
沢
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

本
体
工
事
は
十
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

床
面
積
三
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄

骨
造
り
平
屋
建
て
。
平
成
三
十
年
五
月

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
倉
庫
は
、
河
北
郡
市
・
金
沢
・

野
々
市
・
羽
咋
な
ど
米
穀
十
万
俵
が
保

管
で
き
る
連
合
倉
庫
と
し
て
八
月
に
稼

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

旭
山
工
業
団
地
に

新
米
穀
連
合
倉
庫

賑わいをみせる「刀根早生」、「マコモタケ」のブース

競技に奮闘する参加者

玉串拝礼する
井上信一代表理事組合長

　

十
月
五
日
、
当
Ｊ
Ａ
共
済
部
は
提
案

力
を
競
う
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
大
会
」
を

本
店
で
開
催
し
、
五
支
店
の
自
動
車
共

済
担
当
者
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
は
、
ロ
ー
ル
（
役

割
）
を
プ
レ
イ
（
演
じ
る
）
こ
と
で
す
。

　

出
場
者
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
普
段

通
り
の
接
客
を
試
み
、
さ
り
げ
な
い
褒

め
方
や
共
感
作
り
、
提
案
力
な
ど
を
競

技
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
津
幡
東
支
店
の
荒
木

珠
生
さ
ん
が
、
当
Ｊ
Ａ
の
代
表
と
し
て

県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、「
県

大
会
も
全
力
で
臨
み
ま
す
」
と
力
強
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
は

十
一
月
十
四

日
に
金
沢
市

の
ア
ー
ト
ホ

ー
ル
に
て
行

わ
れ
ま
す
。

提
案
力
を
競
技

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
会

当JA代表として
県大会に出場する荒木さん

第
九
回

ま
こ
も
や
り
投
げ
大
会
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第
九
回
津
幡
町
社
会
福
祉
大
会
が
十

月
十
三
日
、
同
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
助
け
合
い 

組
織
„
に 

っ
こ
り
百 

彩
会
＂
は
、

今
年
も
福

祉
ま
つ
り

で
飲
食
コ 

ー
ナ
ー
を

出
店
し
ま

し
た
。
去

年
に
引
き

続
き
、
河

合
谷
の
郷

即
売
所
の

お
手
伝
い

を
得
て
、

「
み
た
ま
」、「
炊
き
込
み
ご
飯
」、「
ち

ら
し
ず
し
」
を
用
意
。
毎
年
、
販
売
開 

始
と
と
も
に
す
ぐ
に
完
売
と
な
る
た
め
、

今
回
は
販
売
数
を
増
や
し
、
多
く
の
方

に
食
べ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

他
に
も
地
域
の
福
祉
関
係
の
出
店
ブ
ー

ス
が
並
び
、
会
場
内
で
美
味
し
そ
う
に

食
べ
る
姿
、
笑
い
声
や
笑
顔
を
販
売
中

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
初
め
て
津
幡
町
か
ら
依

頼
を
受
け
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
„
に
っ

こ
り
百
彩
会
＂
の
紹
介
と
と
も
に
、
介 

護
予
防
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に

て
、「
脳
ト
レ
ク
イ
ズ
」
と
「
歌
体
操
」

を
発
表
す
る
機
会
を
頂
け
ま
し
た
。
会

場
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
ク
イ
ズ
に
も
大
き
な
声
で
答
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
歌
体
操
は
、
曲
に
合

わ
せ
て
身
体
か
ら
動
き
出
す
と
会
場
が

一
体
に
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い

る
私
た
ち
の
緊
張
も
飛
ん
で
、
一
緒
に 

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
歌
体
操
は
、

主
催
者
側
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
„
に
っ
こ
り
百
彩
会
＂
は
、

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
、
食
の
安
心
・
安
全
に
よ

る
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
百
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

に
っ
こ
り
百
彩
会
事
務
局

�

東　
知
恵
美

地域に根ざした
百のかがやき活動

　舟橋グリ 
ー ン 会 は、 
平成19年度 
に「農地・
水・環境保 
全向上対策」
が制度化さ
れたことを
受け事業に
取 り 組 み、
農業者だけ
ではなく地
域住民全体
がいろいろ

な活動に取り組みながら、住民と交流できる機会を増やし、
地域の輪をつないでいます。また花（サルビア）の植栽を通
じ、地域の交流が深まり植栽後６月から10月まで、花の水
やりなどの管理に協力して頂いています。今後も多くの方
が、少しでも活動に参加する枠組みづくりを工夫しながら、
事業に取り組んで参ります。

舟橋グリーン会津幡町

　私たち夫婦は、グラウンドゴルフを少数打数で36㎝のホ 
ールにボールを入れる努力をして20年経ちました。
　どうして？グラウンドゴルフは面白く、芝の上を走ったり、 
悔しがったり、喜んだり、また、いろいろな方とコミュニケ 
ーションが取れます。それに体力がつくから健康にもいいで
すよ。今は冬でも風邪をひかなくなりました。
　大会では、まだまだ未熟だなぁと思ったりします。でも、
前向きな姿勢は変わらずに高い目標をもって練習に励んでい
ます。
　80歳を過ぎても元気にグラウンドゴルフが出来る夫婦で
いたいと思います。

かほく市  坂本 外志行さん・美智子さん

仲
良
し
夫
婦
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料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

豚ばらしゃぶしゃぶ用
………………… 300ｇ

ナス………………… ３本
ピーマン…………… ３個
長ネギ……………… ２本
サラダ油…………… 適宜
おろしショウガ
……………… 大さじ１

ネギしょうゆだれ
　濃い口しょうゆ
　 ………… 1/2カップ
　米酢……… 1/2カップ
　砂糖……… 1/2カップ
　ごま油……… 大さじ２

「キッチン晴人」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

豚ばらしゃぶのネギしょうゆ掛け豚ばらしゃぶのネギしょうゆ掛け

　ネギしょうゆだれは、鶏肉や白身魚の唐揚げに
もぴったりの万能だれです。

作り方
❶　長ネギはみじん切りにし、おろしショウガと共にボウルに入れて
おく。

❷　ナス・ピーマンを一口大に切り、180度のサラダ油で素揚げにす
る。

❸　鍋に湯を沸かし、豚ばら肉をサッと湯通しして、❷と一緒に盛り
付け、ネギしょうゆだれを回し掛ける。

（３人分）
材　料

もりもり青ネギのパスタもりもり青ネギのパスタ

作り方

材　料
（２人分）

❶ フライパンにEVオリーブ油を入れ、つぶしたニンニク、種を取っ
たたかの爪、アンチョビフィレを入れ弱火にかけ、油に香りを移
し火から下ろす。

❷　塩（材料外）を入れた鍋の水を沸かしパスタを入れ、ゆで時間の
1分前でざるにあげる（ゆで汁を1/2カップ取っておく）。

❸　再び火にかけた❶のフライパンに白ワインを振り、ゆで上がっ
たパスタ・ゆで汁を入れ油を手早く絡め、塩・こしょう・しょうゆ
で味を整える。

❹　❸を器に盛り付け、小口切りにした小ネギを上から掛けて出来
上がり。

　パスタが固まってしまったときは、ゆで汁で調
整してください。

乾燥パスタ……… 160ｇ
小ネギ……………… １把
EVオリーブ油 大さじ３
アンチョビフィレ… ２枚
ニンニク…………… １片

たかの爪…………… １本
白ワイン…………… 少々
塩・こしょう・しょうゆ 
…………………… 適宜
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の
運勢
12月 射手座

11/23～12/21

【全体運】自分に自信が持てそう。意見やアイデアがあるなら意欲的に主張して。過去に駄目だったことにも新たな変化が
【健康運】不規則な生活習慣を見直せば、恩恵多し　　【幸運の食べ物】長ネギ

一年
を
振
り
返
っ
て

　

早
い
も
の
で
本
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
て
早

十
二
回
目
で
す
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
我
が
家
の
野
菜
作
は
概
ね
豊

作
で
し
た
。
今
年
の
栽
培
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
。

　

じ
ゃ
が
い
も
は
、
男
爵
と
キ
タ
ア
カ
リ

は
豊
作
で
し
た
。
し
か
し
十
勝
こ
が
ね
は

若
干
軟
腐
病
を
発
症
さ
せ
、
貯
蔵
し
て
い

た
コ
ン
テ
ナ
の
中
で
少
し
腐
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
腐
り
が
な
い
か

確
認
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

す
い
か
は
、
着
果
さ
せ
た
い
雌
花
の
生

育
時
期
が
低
温
で
良
い
雌
花
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
や
、
開
花
時
期
は
雨
が
多
く
、

開
花
日
と
晴
れ
の
気
象
条
件
が
合
わ
ず
着

果
は
今
一
不
良
と
な
り
、
今
年
の
す
い
か

は
不
作
で
し
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
も
同
じ
で
、

果
数
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
で
す
。

　

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
は
、
初
期
生
育
は
順

調
で
一
番
果
か
ら
三
番
果
が
大
き
く
生
育

し
た
頃
に
、
そ
の
果
実
の
重
み
で
枝
が
裂

け
て
、
三
枝
の
内
一
枝
し
か
残
ら
ず
、
そ

の
後
フ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
幼
虫
が
枝
に
入
り

残
っ
た
枝
も
枯
れ
て
し
ま
い
、
カ
ラ
ー
ピ

ー
マ
ン
は
緑
の
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
と
し

て
三
個
ほ
ど
収
穫
で
き
た
だ
け
で
終
わ
り

ま
し
た
。
私
の
怠
慢
で
誘
引
作
業
を
怠
っ

た
か
ら
で
す
。
本
来
十
月
下
旬
ま
で
収
穫

す
る
予
定
で
し
た
が
、
基
本
作
業
は
手
抜

き
を
せ
ず
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
ね
。

ピ
ー
マ
ン
は
豊
作
で
、
ピ
ー
マ
ン
味
噌
に

加
工
し
て
冷
奴
に
乗
せ
て
食
べ
ま
し
た
。

予
定
ど
お
り
十
月
中
旬
ま
で
収
穫
し
ま
し

た
。

　

ト
マ
ト
も
豊
作
で
し
た
。
し
か
し
ハ
ク

ビ
シ
ン
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ネ

ッ
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
を
し
た
後
は
、

私
達
で
さ
え
収
穫
す
る

の
が
大
変
に
な
り
ま
し

た
が
、
獣
害
か
ら
ト
マ

ト
を
守
れ
た
の
は
良
い

こ
と
で
し
た
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
十
月
中
旬
ま
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

我
が
家
は
大
鉢
で
栽
培
し
て
い
る
の
で

初
期
は
水
や
り
が
大
変
で
し
た
が
、
後
半

は
結
構
雨
が
降
り
管
理
は
楽
で
し
た
。

　

さ
つ
ま
い
も
は
ほ
ど
ほ
ど
の
大
き
さ
と

な
り
、
さ
と
い
も
は
大
き
く
、
ま
る
い
も

は
形
が
良
く
、
い
も
類
は
豊
作
で
し
た
。

し
ょ
う
が
も
見
事
な
株
に
仕
上
が
り
大
満

足
で
し
た
。
し
ょ
う
が
の
佃
煮
も
皆
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

そ
う
そ
う
、
に
ん
に
く
に
挑
戦
し
て
み

ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
六
片
と
い
う
品
種
を

九
月
下
旬
に
植
え
付
け
、
十
月
上
旬
芽
を

出
し
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
十
月
半
ば
頃
ど
れ
く
ら
い
伸
び
た

か
な
と
見
に
行
く
と
、
畑
は
イ
ノ
シ
シ
に

荒
ら
さ
れ
全
部
根
株
ご
と
掘
り
返
さ
れ
全

滅
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
は
畑
の
ミ

ミ
ズ
を
あ
さ
り
に
来
た
の
で
す
。
ニ
ン
ニ

ク
を
食
べ
る
の
で
は
な
く
一
面
を
掘
り
起

こ
し
て
い
き
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
を
張
れ
ば

良
か
っ
た
の
に
後
の
祭
り
で
す
。
残
念
！

　

た
ま
ね
ぎ
は
今
の
と
こ
ろ
順
調
な
生
育

で
す
。
苗
づ
く
り
は
順
調
で
立
派
な
苗
が

で
き
ま
し
た
。
ニ
ン
ニ
ク
の
例
も
あ
り
定

植
後
ロ
ー
プ
で
囲
い
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
し

ま
し
た
。
今
は
ロ
ー
プ
で
進
入
回
避
し
て

い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
防
げ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
年
々
拡
大
中
で
す
。

水
田
は
電
気
柵
で
囲
い
、
捕
獲
用
の
檻
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑
は
ロ
ー
プ

で
囲
う
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、

足
跡
は
人
家
近
く
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
畑
か
ら
帰

る
と
き
に
道
路
を
横

切
る
イ
ノ
シ
シ
を
数

回
見
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
足
跡
は
見

て
も
イ
ノ
シ
シ
を
見

る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
相
当
に
数

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
鹿
を
見

た
と
い
う
人
も
い
る
の
で
す
。
中
山
間
地

域
な
ら
で
は
の
問
題
で
し
ょ
う
か
。
獣
害

対
策
、
困
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
も
そ
こ
そ
こ
に
満
足
で
き
る
野
菜

を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
、
畑
の
神
様
、

山
の
神
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年
一

年
、
つ
た
な
い
文
章
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年

も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

さ
ぁ
作
ろ
う
！

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

 

森
田　

惠
子
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の
運勢
12月 山羊座

12/22 ～ 1/19

【全体運】インスピレーションがさえているので、ピンときたことはやってみるのが正解。人間関係は協調性をモットーに
【健康運】回復へ。マッサージで血行を促進させて　　【幸運の食べ物】タラコ

　

今
年
も
二
か
月
を
切
り
ま
し
た
ね
。

今
月
は
庭
木
の
肥
料
と
、
冬
で
も
楽
し

め
る
「
も
み
じ
葉
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
」
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
こ
の
時
期
の
庭
木
へ
の
肥
料

　

石
川
県
で
は
こ
れ
か
ら
雨
や
雪
の
多

い
寒
い
日
々
と
な
り
ま
す
が
、
庭
木
な

ど
多
く
の
植
物
も
気
温
の
低
下
と
と
も

に
休
眠
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
二

月
頃
に
な
り
ま
す
と
、
地
下
部
で
は
再

び
根
が
動
き
始
め
ま
す
。
見
た
目
で
は

春
先
、
枝
の
芽
が
膨
ら
み
始
め
た
と
き

が
活
動
の
始
ま
り
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
実
際
は
根
の
ほ
う
が
先
に
活
動
を

始
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
根
が
活
動

始
め
る
頃
に
肥
料
が
有
効
に
効
く
こ
と

で
、
春
に
は
美
し
い
花
や
鮮
や
か
な
緑

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
肥
料
は
寒

肥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
園
芸
書
で

は
一
月
頃
か
ら
と
書
か
れ
て
い
る
も
の

を
見
か
け
ま
す
。
雪
の
な
い
太
平
洋
側

の
話
で
、
石
川
で
は
、
雪
の
降
る
前
に

し
っ
か
り
施
し
て
、
こ
の
頃
効
果
が
出

る
よ
う
に
し
ま
す
。
寒
肥
は
そ
の
他
に

有
機
物
の
す
き
込
み
と
か
、
一
年
分
の

肥
料
を
ま
と
め
て
施
す
基
肥
の
意
味
も

あ
り
、
特
に
山
土
な
ど
で
埋
め
立
て
ら

れ
た
住
宅
団
地
な
ど
で
は
、
こ
の
時
期

に
有
機
質
に
富
ん
だ
寒
肥
は
生
育
の
活

性
化
に
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

一
．
肥
料
の
や
る
時
期
：
雪
の
降
り
だ

す
前
の
十
一
月
下
旬
〜
十
二
月
中
旬

二
．
肥
料
の
種
類
：
二
月
頃
に
肥
効
が

現
れ
る
よ
う
に
、
気
温
の
上
昇
に
伴

っ
て
肥
料
成
分
が
出
て
く
る
、
ゆ
っ

く
り
型
の
有
機
入
り
化
成
肥
料
や
、

完
熟
の
堆
肥
、
腐
葉
土
、
油
粕
な
ど

有
機
質
を
与
え
ま
す
。

三
．
肥
料
の
や
り
方
（
図
１
）：
庭
木

は
高
木
や
低
木
、
ま
た
根
の
張
り
も

深
根
、
浅
根
、
横
根
な
ど
様
々
な
性

質
の
樹
種
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
い
ち
い
ち
樹
の

周
り
に
溝
を
掘
っ
て
肥
料
を
や
る
こ

と
も
難
し
く
バ
ラ
マ
キ
や
、
所
ど
こ

ろ
深
さ
二
十
〜
三
十
㎝
の
穴
を
掘
っ

て
肥
料
を
施
し
ま
す
（
点
穴
法
）。

施
肥
の
位
置
は
概
ね
小
枝
が
張
っ
て

い
る
真
下
あ
た
り
に
し
ま
す
（
枝
先

あ
た
り
の
下
の
土
中
に
養
分
の
吸
収

を
行
う
小
根
が
分
布
し
て
い
る
）。

二
で
述
べ
ま
し
た
有
機
質
主
体
の
化

成
肥
料
を
、
バ
ラ
マ
キ
で
は
二
百
〜

三
百
ｇ
／
㎡
、
点
穴
で
は
土
壌
改
良

も
兼
ね
て
一
穴
に
完
熟
の
堆
肥
や
腐

葉
土
な
ど
を
二
〜
三
㎏
と
有
機
質
肥

料
を
二
握
り
ほ
ど
入
れ
ま
す
。

◆
注
目
の
も
み
じ
葉
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム

一
．
性
質
と
形
状

　

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
は
春
か
ら
晩
秋
ま
で

咲
き
続
け
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
室
内
装

飾
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

葉
の
形
と
色

模
様
が
美
し

い
観
葉
タ
イ

プ
の
も
み
じ

葉
ゼ
ラ
ニ
ュ

ー
ム
の
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

葉
の
形
が
も
み
じ
に
似
て
い
る
比
較

的
新
し
い
品
種
で
、
グ
リ
ー
ン
の
縁
取

り
の
あ
る
葉
は
、
秋
の
も
み
じ
の
よ
う

に
赤
、
橙
と
生
育
に
つ
れ
て
色
が
移
り

変
わ
り
、
ほ
か
の
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
に
な

い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
や
寒
さ

に
比
較
的
強
く
、
ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
に

仕
上
が
り
、
枝
分
か
れ
も
旺
盛
な
た
め
、

鉢
植
え
単
体
や
、
寄
せ
植
え
で
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
も
園
芸
店
で
は
ポ
ッ
ト
苗

や
鉢
物
と
し
て
お
店
に
並
ん
で
い
ま
す
。

花
の
咲
か
な
い
冬
の
間
も
葉
が
美
し

く
、
数
少
な
い
冬
の
鉢
物
と
し
て
十
分

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
管
理

　

七
・
五
号
や
九
号
の
ポ
ッ
ト
苗
を
購

入
さ
れ
た
場
合
は
、
早
め
に
一
回
り
大

き
い
鉢
に
、
根
を
傷
め
な
い
よ
う
そ
の

ま
ま
植
え
替
え
ま
す
（
図
３
）。
低
温

の
時
期
は
土
が
湿
り
す
ぎ
る
と
根
腐
れ

な
ど
を
起
し
や
す
い
の
で
、
排
水
の
良

い
土
に
植
え
、
水
は
表
面
の
土
が
乾
い

た
ら
二
〜
三
日
後
に
与
え
る
程
度
と
控

え
、
乾
か
し
気
味
に
管
理
し
ま
す
。
窒

素
過
多
に
な
る
と
葉
色
が
悪
く
な
る
の

で
リ
ン
酸
、
カ
リ
分
の
多
い
固
形
肥
料

を
ひ
と
月
お
き
に
置
き
肥
し
ま
す
。
十

一
月
中
は
よ
く
日
の
当
た
る
軒
下
や
窓

際
に
置
き
、
霜
や
雪
の
日
は
事
前
に
室

内
に
取
り
込
み
ま
す
。
冬
の
間
は
、
暖

房
の
効
い
た
部
屋
は
避
け
、
温
度
変
化

の
少
な
い
屋
内
の
日
の
当
た
る
場
所
で

育
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

冬
を
前
に
し
た
庭
木
の
施
肥
と
、
も
み
じ
葉
ゼ
ラ
ニュー
ムの
栽
培

田
中　

和
人

図２　もみじ葉ゼラニューム

図１　肥料の点穴施用

穴

図３　鉢替えの仕方

【鉢植え用土】
赤玉土（小粒） ：５
鹿沼土（小粒） ：２
ピートモス ：２
腐葉土 ：１

草花肥料の置肥

有機入り固形肥料
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の
運勢
12月 水瓶座

1/20 ～ 2/18

【全体運】知的好奇心を刺激される予感。体験教室や説明会に顔を出してみると手応えあり。趣味の集まりにも積極参加を
【健康運】リラックスすれば好調をキープできます　　【幸運の食べ物】ヒラメ

お便りお便り
コーナーコーナー

川 

柳
川 

柳

　　「さぁ作ろう！家庭菜園」のコーナー

大好き。今夏は「オクラ」が豊作でよく食

べました。縦に切って、ミックスチーズを

のせてオーブントースターで焼くと、大変

美味です。 内灘町　津幡　和代

ご愛読ありがとうございます。オクラは独

特のぬめりがあり、栄養的にも優れている

そうです。カロチンやビタミン群が豊富で

カルシウム、鉄、ミネラルなども含んでい

ます。昔からネバネバしたものには、整腸

効果があるとされています。私たちも好ん

で食していますから、ミックスチーズのせ

を試してみます。

　　サトイモの煮っころがしを作り、おい

しくいただきました。いつも大変役立ちま

す。ありがとうね。

 津幡町　太田　紀美子

「ご飯をおいしく 食事を楽しく」のコー

ナーは、好評をいただいています。サトイ

モは、子宝に恵まれる縁起のいい食べ物と

して親しまれています。また、収穫期は汁

物や田楽、コロッケなどと毎日のように食

卓にのぼりますよね。

　 　

　　毎号、読まさせて頂いています。年と

共に健康面が気になります。食事の件で、

料理のメニューがのっているのが助かりま

す。 津幡町　山田　一枝

年齢を重ねるにつれて健康面が気になるの

は、私たちも同じです。これからも少しで

もお役に立てる情報を発信していきます。

よろしくお願いします。

　 　

　　料理のレシピコーナーは、楽しみにし

ています。先日、「赤ずいき」をたくさん

いただいたのですが、酢の物しか作れない

ので、他にどんな料理に利用出来るか、知

りたいです。 かほく市　藤島　晴美

私たちで少し調べてみたところ、ずいきの

煮物が紹介されています。例えば、「ずい

きのツナ煮」は冷えてもおいしく日持ちも

します。「ずいきと厚揚げの煮物」はシャリ

ットとトロット、とても美味しいようです。

　 　

　　リバノスが届くと一番先にクロスワー

ドクイズをします。

 かほく市　中村　順子

クロスワードクイズ頭の体操は、好評をい

ただいております。たくさん解いて応募し

て下さいね。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
＜お便りのあて先＞
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局
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受
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澤
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参
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見
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保　

直
美
（
潟　

端
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評　

山
は
近
く
に
あ
る
よ
う
で
遠
い
。
天
候
の
急
変

す
る
こ
と
も
、
毎
日
の
営
み
で
あ
る
。
岩
場
も
あ
れ

ば
、
水
の
流
れ
る
沢
も
あ
る
。

　

天
候
の
急
変
に
そ
な
え
て
、
万
全
の
準
備
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
の
、
山
登
り
な
ど

も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
ろ
う
。

　

山
を
甘
く
見
て
は
な
ら
な
い
。
川
柳
の
〝
う
が
ち
〞

が
こ
も
る
一
句
だ
と
思
う
。

　

遭
難
を
す
る
人
々
が
、
あ
と
を
た
た
な
い
山
登
り

へ
の
、
警
告
で
あ
ろ
う
。

二
月
号
題 

「
歌
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
十
二
月
十
日
必
着

三
月
号
題 

「
満
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

 

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

秀
の
作
品
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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の
運勢
12月

　今回は、デイサービスのスタッフの機能訓練指導員
で作業療法士の坂下、若林の２名の紹介をさせていた
だきます。
　リハビリを担当し利用者様の健康の維持・増進のお
手伝いを日々させて頂いております。実際のご自宅で
の生活状況を見させていただき、利用者様がどのよう
に生活され、どこに課題あるのか、今の目標をお聞き
しながら、その方に合った計画を作成しデイサービス
での機能訓練プログラムを立てて実施しています。
　例えば、目標が「自宅周辺の散歩が出来るようにな
りたい」とあれば、デイサービスで下肢筋力の訓練と
デイサービス利用時に屋外散歩に一緒に出掛け、期間
を設けて評価し再度計画の見直し等を行っていきます。
　機能訓練の中にも楽しみを持ちながら実施すること
で、利用者様の生活意欲を高めていく効果があります。
　そして、ご自宅での生活にしっかり繋げ生活の質を
あげていきます。
　実際にデイサービスを利用していただいている方で、
利用し始めた頃は四点杖を使って歩行していた方が、

訓練をしていき現在では杖を使わなくても歩けるよう
になり、ご自身で目標を立て自宅近くの公園を毎日欠
かさず行い、なんと3,000 ～ 5,000歩、距離にすれば
2.5㎞以上行っています。
　これには携わっているスタッフが驚くほどの向上で、
ご本人も活気が出てイキイキと生活されています。
　これからも利用者様の生活の質の向上に少しでも貢
献できるよう努めていきます。
 ほのぼのデイサービス管理者
 岩本　大輝

作業療法士の坂下 作業療法士の若林

　スマイルスクール６期生25人は
10月18日、第８回講座を当JA本店
で開催し、丸いフォルムが魅力的な
「こけ玉づくり」に挑戦しました。
　講師には白山市の宮子花園園主、
グリーンアドバイザー・宮子豊吉さんを迎え、こけ玉の
由来から作り方の手順、管理方法を学びました。
　受講生らは季節の植物ガーデンシクラメン（白・ピン
ク・赤）の他、ヘデブやプミラなどの観葉植物を各自で
選び作業にあたりました。
　初めて作る受講生がほとんどであったことから、講師
は丁寧に見本を見せながら作業を進めました。ポットか
ら抜いた木の土台の面を少し削りながら丸く整え、けと
土（盆栽などの土台に苔を固定する粘土）を土台に覆
い、その上にこけを付けていきました。ここまでは順調
に進みましたが、エナメル糸を土台に巻く作業には悪戦
苦闘。しかし、講師のアドバイスを受け、きれいに２個
仕上がりました。
　出来上がった「こけ玉」を鑑賞する受講生らに、講師
から全員が褒められたほどの出来栄えとなりました。
　こけ玉づくりはスクールの卒業生を通じ、この地域に
広まりつつあります。

魚　座
2/19 ～ 3/20

【全体運】何かとプレッシャーを感じる気配。深呼吸で気持ちを落ち着けましょう。また、人の意見には謙虚に耳を傾けて
【健康運】徐々に好転。体にいいことをすると◎　　【幸運の食べ物】野沢菜

スマイルスクールスマイルスクール
こけ玉づくり ６期生

　10月12日、スマイルスクール５期
生の第18回講座が津幡町の石川県森
林公園で開催され、受講生21人が森
林ウオーキングを体験しました。
　講師の寺田美穂さんからノルディックウ
オーキングのレクチャーを受け、ウオーキ
ングを開始。
　コースになっている３キロの林道は、開
始直前まで降っていた雨により空気が清清
しく、また森林の自然エネルギーを体で浴
びながら、参加者は足取り軽く先へと進みました。
　途中、石川県森林公園インフォメーションセンター主任の内
藤善太さんから、木々の種類や樹齢の説明などがありました。
また、落ち葉などを手に取って香りを楽しみ、キノコで毒性が
あるものについて知識を深め、秋を満喫しました。
　最初は慣れないノルディックウオーキングも、講師のアドバ
イスで次第にポール捌きが上手くなり、膝の負担を軽減しつ
つ、身体全体の運動量を増やせる良さを体感しました。
　受講生は今回の講座で、心も身体も森に癒やされ大満足の様
でした。
　ウオーキング終了後、インフォメーション横のカフェで会話
を弾ませながら昼食を楽しむ参加者もいました。

森林ウオーキング ５期生

丁寧に教える
宮子さん

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

ノルディックウオーキングを
楽しむ参加者

植物の話を聞く受講生



クロスワード
クイズ頭の体操？
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１　２人組はコンビ、３人組は──
３　親同士がいとこです
６　──に交われば赤くなる
７　「おはよう」とか「さような
ら」とか

８　コロンブスはインドを目指し
て──を続けました

10　カカオ豆から作る飲み物
14　サンタクロースが乗ったそり
を引きます

16　ブーケともいいます
18　太陽が沈むとやって来ます
19　進化の反対語
20　人の言葉をまねるのがうまい
鳥。──返しに答える

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？

タテのカギ ヨコのカギQ

P R E S ENT

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JＡ石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　12月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス２月号

10月号クイズ当選者

● 田村　悦子 さん
● 兼保　直美 さん
● 高村　智子 さん
● 沢田紀美子 さん
● 白江　恵子 さん

〈答え〉アキマツリ

１　大みそかには──そばを食べ
る人も多い

２　英語ではドラゴン。想像上の
生き物です

３　物を燃やすと残るもの
４　鶏の頭の赤い冠
５　何度も練習して、ようやく──
をつかんだ

７　「山！」「川！」
９　現在よりも前です
11　庭に掘りたがる犬もいます
12　デジタルカメラには装填（そ
うてん）しません

13　少年剣士たちが振る物
15　月曜と水曜の間
16　お子様ランチに立てられてい
ることも

17　狩りにも使われる鳥

井上組合長  文化功労表彰を受賞

　当JAの井上信一代表理事組合長が今年度の『文
化功労者』として津幡町より表彰されました。
　井上組合長は、2001年に当JAの組合長に就任。
組織再編や直売所開設に取り組み、地域活性化に
貢献した功績が認められたものです。
　11月３日、同町文化会館「シグナス」で贈呈
式が行われ、井上組合長は「今まで支えてくれた
家族や仲間、多くのみ
なさんのおかげです。
心から感謝します」と
あいさつされました。

第2回 理事会だより 平成29年10月30日（月）開催

●審議事項
第１号議案　常勤理事の他の団体理事等への就任承諾について
第２号議案　減損損失のグルーピングの変更について
第３号議案　事務リスク管理規程の一部改正について

●報告・検討事項
⑴　各委員会開催報告について
⑵　平成29年９月末事業概況について
⑶　平成29年度仮決算の結果について
⑷　平成29年９月末自己査定結果について
⑸　平成29年度第２四半期コンプライアンス関連事項の報告について
⑹　平成29年度第２四半期監事随時監査実施報告について
⑺　平成29年度上半期（定期）監事監査の日程について
⑻　平成29年度第２四半期内部監査実施結果について
⑼　平成29年度第２四半期余裕金の運用状況について
⑽　平成29年度第３四半期余裕金の運用方針について
⑾　平成29年度第２四半期組合員加入及び脱退の状況について
⑿　㈱JAアグリサポートかほく事業進捗状況について
⒀　平成29年産米集荷実績について
⒁　軽減税率制度実施に伴うPOSレジ対応について　
⒂　平成29年度第２回地域農業推進大会の開催について
⒃　石川県集落営農組織連絡協議会への加入について
⒄　その他



健
康
百
科
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食
後
や
夜
寝
て
い
る
と
き
に
、
胸
焼

け
が
時
々
起
こ
る
と
い
う
方
は
い
ま
せ

ん
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
胃
液
が

食
道
に
逆
流
す
る
「
胃
食
道
逆
流
症
」

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
食
道
と
胃
の
境
目
に
は
、

周
囲
を
取
り
巻
く
筋
肉
（
下
部
食
道
括

約
筋
）
で
締
め
ら
れ
て
い
て
、
普
段
は

胃
液
を
逆
流
さ
せ
な
い
た
め
の
仕
組
み

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
食
物
が
食
道
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
と
、
そ
の
筋
肉
が
緩

ん
で
、
境
目
が
開
い
て
食
べ
物
が
胃
の

中
へ
と
入
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
境
目

を
締
め
て
い
る
筋
肉
が
緩
む
と
、
胃
液

の
逆
流
が
起
こ
り
ま
す
。
食
道
が
横
隔

膜
を
貫
く
部
分
を
「
食
道
裂
孔
（
れ
っ

こ
う
）」
と
い
い
ま
す
が
、
特
に
お
年

寄
り
で
は
、
胃
の
一
部
が
横
隔
膜
の
上

に
は
み
出
す
「
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
」

を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
そ
う
な
る
と
食

道
と
胃
の
境
目
は
緩
く
な
り
、
胃
液
の

逆
流
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

若
い
年
代
で
も
、
限
度
を
超
え
て
食

べ
過
ぎ
た
り
飲
み
過
ぎ
た
り
す
る
と
、

や
は
り
境
目
が
緩
ん
で
胃
液
の
逆
流
が

頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。
特
に
夜
遅
い
時

間
に
多
量
に
飲
食
し
た
後
、
す
ぐ
寝
る

と
、
姿
勢
の
影
響
も
あ
っ
て
、
よ
り
逆

流
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

胸
焼
け
が
週
に
一
〜
二
回
あ
る
人
は

一
度
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

胃
食
道
逆
流
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、

食
生
活
な
ど
日
常
生
活
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。
ま
ず
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ

な
い
こ
と
、
食
べ
て
す
ぐ
横
に
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
食
後
一
〜
二
時
間
は
横

に
な
る
の
を
避
け
ま
す
。

　

食
べ
物
と
し
て
は
、
肉
類
な
ど
脂
肪

の
多
い
食
べ
物
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
和

菓
子
な
ど
の
甘
い
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
を
取
り
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

胸
焼
け
と
胃
食
道
逆
流
症

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長 

松
島　

松
翠

❶❶❸❸

❷❷❹❹

漫
画  

ち
ゆ

里山のこしひかりAコープでPR
　当JA経済課は10月28日、津幡町・かほく市内のＡコープ２店舗で「里山のこしひかり ほくの里」
の試食販売を行い、「ほくの里」も応援に駆けつけました。



進進めよう！めよう！
組合員組合員のためのためのめの農協改革農協改革革
進めよう！
組合員のための農協改革
めよう！

のための
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　今回からJA自己改革の基本目標の一つである「地域の
活性化」の取り組みについて事例とともに紹介します。
　今、農村地域では若年層の都市部への流出による高齢化、
過疎化、農業の担い手不足など農業だけでなく、農村の活
力そのものが低下していることが最大の課題となっていま
す。
　JAでは地域の活性化に向け、①生活インフラ機能の発
揮②地域コミュニティの活性化に取り組んでいます。現在
の農村社会においては、昔と違い兼業化の進展とともに住
んでいる人々の多様化により、農業、地域に対する考えが
大きく変わりつつあります。JAでは総合事業の強みを生か
し営農、経済事業だけでなく信用、共済、福祉、直売事業
など幅広い事業を展開しています。農業者の営農と暮らし
をサポートする組織として、地域の皆さんが必要とする生
活サービスを提供することで、生活のインフラの一翼とし
ての役割を発揮しています。
　具体事例として、当JAでは高齢人口が増加する中で、高
齢者介護事業に力を入れています。平成25年６月には全

国JAでは初めて24時間対応介護事業を導入、重度者をは
じめとした要介護高齢者の在宅生活を支えるため、日中・
夜間を通じて定期巡回訪問と臨時訪問の対応を行っていま
す。また、本年４月から「ほのぼのデイサービス」を立ち
上げました。健康寿命を延ばすため、当施設には運動マシ
ーンやウォーターベッドなどを使用した作業療法士による
機能訓練指導が行われています。
　パイプハウスが隣に併設されており、野菜や花を育てな
がら自然に触れ合える特徴ある施設を備えており、心と体
の健康づくりに努めています。一度、見学に来られてはど
うでしょうか。

Vol.7

24時間随時対応デイサービスによる風景



平成29年分
年末調整説明会のご案内
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開催日 時間 会場 対象者

11月
21日
（火）

10:00
〜
12:00

石川県地場産業
振興センター 
本館 大ホール

金沢市鞍月２丁
目１番地

本店法人のうち
ア行～カ行

13:30
〜
15:30

本店法人のうち
サ行～ナ行

11月
22日
（水）

10:00
〜
12:00

本店法人のうち
ハ行～ワ行

13:30
〜
15:30

官公庁・支店法人
その他の法人・個人

　平成29年分の年末調整説明会を次のとおり開催いたし
ます。

※お問合せ先：金沢税務署
 TEL（076）261－3221（代表）
　駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関を
ご利用ください。
　平成29年分の所得税などの確定申告相談会場の開設は、
平成30年２月16日（金）です。



ＪＡ石川かほく女性大学

スマイル
スクール

ＪＡ石川かほくでは、食・農・暮らし等、さまざまな分
野のカリキュラムを通じて自分を磨き、楽しく学び・創
り・遊んで新しい仲間づくりをしていただこうと、「女
性大学」第７期受講生を募集いたします。

第７期
受講生
募　集

は
じ
め
ま
せ
ん
か
、

自
分
磨
き
！

詳しくは折り込みチラシをご覧ください。

お問い合わせ先 TEL 288-7555営農販売課 TEL 288-8400JAグリ－ンかほく
そくさいかん

今年もまぁ～そい長いもとれました!!今年もまぁ～そい長いもとれました!!

直売・発送承ります 強い粘りと甘味が特徴のトロフィー販売中!
ぜひご賞味下さい。

強い粘りと甘味が特徴のトロフィー販売中!
ぜひご賞味下さい。

販売取り扱い期間

かほく市特産

11月中旬～12月末
シャキシャキした食感と強い粘
りが自慢の砂丘長いも。乾燥さ
せることで余分な水分がなくな
り、さらに粘りが増します。また、
他産地の長いもに比べ、皮が黒
く見えるのも特徴です。

シャキシャキした食感と強い粘
りが自慢の砂丘長いも。乾燥さ
せることで余分な水分がなくな
り、さらに粘りが増します。また、
他産地の長いもに比べ、皮が黒
く見えるのも特徴です。

お問い合わせ先 TEL 288-7555営農販売課 TEL 288-8400JAグリ－ンかほく
そくさいかん

TM
かほく市特産

かほく市大崎では、砂
丘畑を利用してさつま
いもを栽培しています。
「かほっくり」は、長
年に渡り品種選抜・改
良を施した結果、産地
独自の旨みを引き出す
ことが出来たオリジナ
ル商品です。“甘さ”と
“ホクホク感”を追求し
ています。

取り扱い期間

11月中旬～3月末
直売・贈答発送
承ります


